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１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 16,268 6.2 317 △19.3 340 △20.5 83 △61.8

2024年３月期中間期 15,312 8.6 393 110.7 427 55.0 218 △21.2
(注) 包括利益 2025年３月期中間期 219百万円( △40.8％) 2024年３月期中間期 370百万円( 43.4％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 8.10 －

2024年３月期中間期 21.33 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期中間期 37,711 21,414 56.8

2024年３月期 35,772 21,312 59.6
(参考) 自己資本 2025年３月期中間期 21,414百万円 2024年３月期 21,312百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 18.00 － 18.00 36.00

2025年３月期 － 20.00

2025年３月期(予想) － 20.00 40.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,500 10.4 1,350 39.7 1,400 31.6 840 34.1 81.80
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 ４社（社名）
アムス・セキュリティサービ

ス株式会社 他
、除外 －社（社名） －

（注）詳細は、添付資料Ｐ８「２．中間連結財務諸表及び主な注記（３）中間連結財務諸表に関する注記事項
（追加情報） 当中間連結会計期間における重要な子会社の異動 」をご覧ください。

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期中間期 11,440,000株 2024年３月期 11,440,000株

② 期末自己株式数 2025年３月期中間期 1,110,281株 2024年３月期 1,154,016株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 10,302,214株 2024年３月期中間期 10,253,584株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は、様々な要因等により大きく異なる可能性があります。
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１．当中間連結会計期間の経営成績等の概況

（１）経営成績に関する説明

東洋テック、関連会社ともに堅調な警備事業が全体を牽引し売上は増加しました。また、今後のグループ連結業績

向上に寄与する、アムスグループ、関西ユナイトプロテクションのＭ＆Ａを実施しました。利益はＭ＆Ａ手数料170百

万円等により減少しました。その結果、売上高は16,268百万円（前中間連結会計期間比956百万円の増収）、営業利益

317百万円（前中間連結会計期間比75百万円の減益）、経常利益340百万円（前中間連結会計期間比87百万円の減益）、

親会社株主に帰属する中間純利益83百万円（前中間連結会計期間比135百万円の減益）となりました。

事業セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

（警備事業）

警備事業におきましては、警備事業全般が堅調に推移しました。2024年５月にアムス・セキュリティサービス株式

会社（大阪市）、アムス・セキュリティサービス株式会社（京都府福知山市）、アムス・シークレットサービス株式

会社、同６月に関西ユナイトプロテクション株式会社をＭ＆Ａし、これに係る一時的費用により減益となりました。

その結果、警備事業の売上高（セグメント間の内部売上高又は振替高は除く。）は、11,220百万円（前中間連結会

計期間比1,029百万円、10.1％の増収）、セグメント利益は126百万円（前中間連結会計期間比173百万円の減益）とな

りました。

（ビル管理事業）

ビル管理事業におきましては、大規模改修工事を始め工事全般が苦戦し、また経費増加に対する価格転嫁の遅れが

ありました。

その結果、ビル管理事業の売上高（セグメント間の内部売上高又は振替高は除く。）は、4,541百万円（前中間連結

会計期間比△367百万円、7.5％の減収）、セグメント利益は59百万円（前中間連結会計期間1百万円の減益）となりま

した。

（不動産事業）

不動産事業におきましては、不動産賃貸部門が引き続き安定的に推移いたしました。加えて長野物件の売却も完了

しました。

その結果、不動産事業の売上高（セグメント間の内部売上高又は振替高は除く。）は、506百万円（前中間連結会計

期間比294百万円、138.6％の増収）、セグメント利益は146百万円（前中間連結会計期間比120百万円の増益）となり

ました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

（流動資産）

当中間連結会計期間末における流動資産の残高は、14,854百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,260百万円減少

しました。その主な要因は、その他流動資産（仮払金等）が253百万円増加しましたが、一方でＡＴＭ管理業務に係る

受託現預金が1,363百万円、販売用不動産が180百万円減少したことによるものです。

（固定資産）

当中間連結会計期間末における固定資産の残高は、22,857百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,200百万円増加

しました。その主な要因は、有形固定資産が184百万円（うち建物及び構築物が98百万円、機械装置及び運搬具が68百

万円）、無形固定資産が2,683百万円（うちのれんが2,756百万円）、投資その他の資産が331百万円（うち投資有価証

券が258百万円）それぞれ増加したことによるものです。
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（負債）

（流動負債）

当中間連結会計期間末における流動負債の残高は、7,848百万円となり、前連結会計年度末に比べ566百万円増加し

ました。その主な要因は、買掛金が129百万円、預り金が1,320百万円それぞれ減少しましたが、一方で短期借入金が

1,850百万円、賞与引当金が54百万円、その他流動負債が80百万円それぞれ増加したことによるものです。

（固定負債）

当中間連結会計期間末における固定負債の残高は、8,449百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,271百万円増加

しました。その主な要因は、社債が500百万円、繰延税金負債が38百万円、長期借入金が716百万円増加したことによ

るものです。

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産の残高は、21,414百万円となり、前連結会計年度末に比べ101百万円増加しま

した。

なお、自己資本比率は、前連結会計年度末の59.6％から2.8ポイント減の56.8％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想については、2024年５月９日の「2024年３月期 決算短信」で公表しました通期の連結業績予想に変

更はありません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,927,333 6,000,154

受託現預金 4,966,422 3,603,012

受取手形、売掛金及び契約資産 3,117,026 3,042,940

商品 8,304 4,433

貯蔵品 390,363 427,051

販売用不動産 1,080,474 900,474

その他 627,097 880,438

貸倒引当金 △2,237 △4,199

流動資産合計 16,114,784 14,854,305

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,739,354 4,838,083

機械装置及び運搬具（純額） 2,288,914 2,357,419

土地 6,274,673 6,306,257

建設仮勘定 50,591 17,121

その他（純額） 633,491 652,744

有形固定資産合計 13,987,025 14,171,627

無形固定資産

ソフトウエア 321,661 258,298

のれん 493,863 3,250,225

その他 328,703 319,381

無形固定資産合計 1,144,228 3,827,905

投資その他の資産

投資有価証券 2,993,595 3,252,376

繰延税金資産 189,667 200,122

退職給付に係る資産 501,400 516,900

その他 856,867 906,262

貸倒引当金 △15,460 △17,684

投資その他の資産合計 4,526,069 4,857,978

固定資産合計 19,657,323 22,857,511

資産合計 35,772,107 37,711,817
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 395,007 265,387

短期借入金 545,000 2,395,000

1年内返済予定の長期借入金 415,848 399,192

リース債務 55,428 54,252

未払法人税等 258,483 292,635

契約負債 319,231 344,121

預り金 2,146,860 826,787

賞与引当金 580,040 634,748

役員賞与引当金 28,740 17,718

その他 2,537,343 2,618,194

流動負債合計 7,281,983 7,848,037

固定負債

社債 1,000,000 1,500,000

長期借入金 4,151,598 4,868,552

リース債務 379,651 352,770

長期契約負債 217,958 230,638

繰延税金負債 226,942 265,238

株式給付引当金 35,766 53,015

退職給付に係る負債 722,041 735,196

その他 444,110 444,352

固定負債合計 7,178,069 8,449,764

負債合計 14,460,053 16,297,801

純資産の部

株主資本

資本金 4,618,000 4,618,000

資本剰余金 8,671,617 8,683,109

利益剰余金 9,223,488 9,114,935

自己株式 △1,124,079 △1,060,659

株主資本合計 21,389,025 21,355,385

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,248,769 1,384,952

土地再評価差額金 △1,362,016 △1,362,016

退職給付に係る調整累計額 36,275 35,693

その他の包括利益累計額合計 △76,971 58,629

純資産合計 21,312,054 21,414,015

負債純資産合計 35,772,107 37,711,817
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

売上高 15,312,043 16,268,303

売上原価 12,380,062 13,022,680

売上総利益 2,931,980 3,245,623

販売費及び一般管理費 2,538,774 2,928,187

営業利益 393,206 317,436

営業外収益

受取利息 98 578

受取配当金 45,919 52,704

その他 20,712 24,945

営業外収益合計 66,730 78,228

営業外費用

支払利息 20,878 30,535

その他 11,122 24,708

営業外費用合計 32,001 55,244

経常利益 427,936 340,420

特別利益

投資有価証券売却益 - 3,463

特別利益合計 - 3,463

特別損失

固定資産除却損 30,494 28,112

事務所移転費用 16,130 -

訴訟関連損失 - 12,248

特別損失合計 46,625 40,361

税金等調整前中間純利益 381,310 303,523

法人税、住民税及び事業税 165,460 227,608

法人税等調整額 △2,867 △7,632

法人税等合計 162,593 219,975

中間純利益 218,717 83,547

親会社株主に帰属する中間純利益 218,717 83,547
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

中間純利益 218,717 83,547

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 149,540 136,183

退職給付に係る調整額 2,062 △582

その他の包括利益合計 151,603 135,601

中間包括利益 370,320 219,148

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 370,320 219,148

非支配株主に係る中間包括利益 - -
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

当中間連結会計期間における重要な子会社の異動

前第１四半期連結会計期間において、アムス・セキュリティサービス株式会社（大阪市）、アムス・セキュリティ

サービス株式会社（京都府福知山市）、アムス・シークレットサービス株式会社 及び 関西ユナイトプロテクション

株式会社の株式を取得したことにより、連結の範囲に含めております。
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（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント 調整額
(注)１

中間連結損益
計算書計上額

(注)２警備事業 ビル管理事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 10,190,832 4,909,105 212,105 15,312,043 － 15,312,043

セグメント間の内部
売上高又は振替高

44,263 432,913 － 477,177 △477,177 －

計 10,235,095 5,342,019 212,105 15,789,220 △477,177 15,312,043

セグメント利益 299,956 61,187 25,245 386,390 6,816 393,206

(注)１ セグメント利益の調整額は、セグメント間の取引消去によるものであります。

２ セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

重要な変動はありません。

Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント 調整額
(注)１

中間連結損益
計算書計上額

(注)２警備事業 ビル管理事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 11,220,345 4,541,771 506,186 16,268,303 － 16,268,303

セグメント間の内部
売上高又は振替高

43,031 407,349 8,400 458,781 △458,781 －

計 11,263,376 4,949,121 514,586 16,727,085 △458,781 16,268,303

セグメント利益 126,376 59,448 146,151 331,976 △14,539 317,436

(注)１ セグメント利益の調整額は、セグメント間の取引消去によるものであります。

２ セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

前第１四半期連結会計期間より、アムス・セキュリティサービス株式会社（大阪市）、アムス・セキュリ

ティサービス株式会社（京都府福知山市）、アムス・シークレットサービス株式会社 及び 関西ユナイト

プロテクション株式会社の発行済株式の全部を取得したため、同社を連結の範囲に含めております。これ

により、警備事業セグメントにおいて、のれんの増加額は2,866,634千円となりました。
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（企業結合等関係）

（取得による企業結合①）

1. 企業結合の概要

(1)被取得企業の名称及びその事業の概要

被取得企業の名称 アムス・セキュリティサービス株式会社（大阪市）

アムス・セキュリティサービス株式会社（京都府福知山市）

アムス・シークレットサービス株式会社

事業の内容 警備業

(2)企業結合を行った主な理由

アムス・グループは警備業務(機械、常駐、駐車場管理)を主体に展開しており、当社グループとのシナジーの

発揮とともに逼迫した人員不足の緩和や大阪・関西万博に向けた人的資源の活用が期待できることから株式取得

に至ったものです。

(3)企業結合日

2024年５月１日（株式取得日）

2024年６月30日（みなし取得日）

(4)企業結合の法的形式

株式取得

(5)結合後企業の名称

結合後の企業の名称に変更はありません。

(6)取得した議決権比率

100％

(7)取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として当該株式を取得することによります。

2. 中間連結会計期間に係る中間連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

2024年７月１日から2024年９月30日まで

3. 被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価（現金） 2,500,000千円

取得価額 2,500,000千円

4. 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

(1)発生したのれんの金額

2,109,036千円

なお、上記の金額は暫定的に算定された金額です。

(2)発生原因

主として今後の事業展開により期待される将来の超過収益力であります。

(3)償却方法及び償却期間

10年間にわたる均等償却
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（取得による企業結合②）

1. 企業結合の概要

(1)被取得企業の名称及びその事業の概要

被取得企業の名称 関西ユナイトプロテクション株式会社

事業の内容 警備業

(2)企業結合を行った主な理由

同社は、業歴約50年の強固な経営基盤を有する警備会社で、特にイベント警備にかかる高度なスキル・ノウハ

ウを保有する会社であります。同社が東洋テックグループ入りすることにより、グループとしてのサービスライ

ンナップの拡充がはかられ、これまで以上にお客様のニーズにあったサービス提供が可能になるとの考えのもと、

株式取得に至ったものです。

(3)企業結合日

2024年６月３日（株式取得日）

2024年６月30日（みなし取得日）

(4)企業結合の法的形式

株式取得

(5)結合後企業の名称

結合後の企業の名称に変更はありません。

(6)取得した議決権比率

100％

(7)取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として当該株式を取得することによります。

2. 中間連結会計期間に係る中間連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

2024年７月１日から2024年９月30日まで

3. 被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価（現金） 1,248,580千円

取得価額 1,248,580千円

4. 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

(1)発生したのれんの金額

757,598千円

なお、上記の金額は暫定的に算定された金額です。

(2)発生原因

主として今後の事業展開により期待される将来の超過収益力であります。

(3)償却方法及び償却期間

10年間にわたる均等償却
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（重要な後発事象）

当社は、2024年７月29日開催の取締役会において、2024年10月１日を効力発生日として、当社を吸収合併存続会

社、当社の連結子会社であるアムス・セキュリティサービス株式会社（大阪市）、アムス・シークレットサービス

株式会社を吸収合併消滅会社とする吸収合併を行うことを決議し、同日付けで合併契約を締結しております。

(1) 取引の概要

① 被結合企業の名称及び事業の内容

アムス・セキュリティサービス株式会社（大阪市）（警備業）

アムス・シークレットサービス株式会社 （警備業）

② 企業結合日

2024年10月１日

③ 企業結合の方法

当社を存続会社、アムス・セキュリティサービス株式会社（大阪市）、アムス・シークレットサービス株

式会社を消滅会社とする吸収合併

④ 結合後企業の名称

結合後の企業の名称に変更はありません。

⑤ 企業結合の目的

当社グループ内の事業運営の一元化による経営効率の向上と、大阪・関西万博に向けた人的資本の有効活

用を図るため、当社がアムス・セキュリティサービス株式会社（大阪市）及びアムス・シークレットサービ

ス株式会社の２社を吸収合併することといたしました。


